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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

急激な生徒数の減少に伴い、生徒数、部活動数が減少の一途をたどり、10年前の平成23 年

には、市全体で721人、中学校８校あったものが、令和５年現在は、430人、中学校５校であ

り、５年後の令和10年には生徒数が335人になる見込みである。令和５年は、軟式野球、女

子バレーボールが他の学校と合同で活動しており、令和６年の入部がなければ活動の存続が危

ぶまれる状況がある。今後この状況はさらに悪化していくと思われる。そのため、１チームの選手数

の多い部活動は廃部に追い込まれ、個人種目のある部活動に限定されるなど、生徒の選択肢は

少なくなる一方である。中には、中学校進学時に、自分が希望する部活動がないことや選手層の

厚い高いレベルでの活動を希望することなどから、市外に転居してしまう家庭や私学を受験して遠

くまで通学する生徒もおり、大きな課題の一つとなっている。現在430人の生徒のうち過半数に当

たる230名が大嶺中に在籍し、残りの半数以下の生徒200名が他の４校へ通っているという状

況がある。１校は中規模、４校はすべて小規模の中学校であり、２つの中学校では部活動の選

択肢が２つしかない。また、生徒数の減少は、教員定数の減少にもつながっており、部活動種目

の専門性や指導経験のない教員が配置される場合もあり、部活動の運営の困難さも複数見られ

る。

1市2町が合併した美祢市は広域にわたっており、5つの中学校が点在する中で、生徒が集まるに

しても徒歩や自転車は使用できない距離がある。活動の時間帯に使用に適した公共交通機関

がない。

グラフ等データ
※出典も要記載

グラフ等データ
※出典も要記載

人口 ２２、１６８人 部活動数 ２７部活

公立中学校数 ５校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 ４３０人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担
⚫ 教育委員会（学校教育課）

・指針や推進計画策定

・部活動推進協議会の開催

・市内校長会との協議及び情報共有、教職員へ方針説明

・学校部活動と地域クラブ活動間の連絡調整、指導実績・謝金等

・地域クラブ活動受入れ団体、指導者との協議

⚫ 教育委員会（生涯学習スポーツ推進課）

・今後の地域クラブ活動に係る予算関係

・参加者連絡アプリ導入と説明会の開催

・体育協会との連携（今後の事務局を含めた推進体制）

※イメージ図

⚫ 教育委員会（教育総務課）

・休日の地域クラブ活動に係る送迎バス、タクシーの調整

・学校備品と地域クラブ活動備品の整理

時期 計 画 事 項

4月 校長会での取組説明（校長から教職員・保護者への説明）

市ガイドライン案作成

5月 地域指導者向け研修会の実施（学校、指導者、教育委員会の情報交換会）

地域スポーツクラブ活動の活動開始（サッカー、剣道）

第１回美祢市中学校部活動改革推進協議会の開催

6月 教職員の地域クラブ活動指導の希望調査（随時教職員の兼職兼業の手続き）

関係協議団体ヒアリング（部活動改革、地域スポーツの今後について）
競技種目指導者との協議（バレーボール、軟式野球、水泳）
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２．実証内容と成果

年間の事業スケジュール

7月 小・中校長会で説明及び情報交換（令和7年度新チームからの地域スポーツクラブ活動の実施準備）

競技種目指導者との協議（軟式野球、球卓、弓道）

8月
体験型スポーツイベントの開催（バドミントン、ボルダリング、ゴルフ、スケートボード、硬式テニス、弓道）
保護者説明会開催（軟式野球） 競技種目指導者との協議（卓球、ソフトテニス、陸上競技）

9月
競技種目指導者との協議（卓球、陸上競技、ソフトテニス、バレーボール、軟式野球） 中学校長会で進捗状況説明
保護者説明会開催（弓道）

10月
保護者説明会開催（卓球） 教職員への説明（大嶺中） 軟式野球、弓道 休日の地域クラブ活動開始
競技種目指導者との協議（陸上競技） 教職員への説明（伊佐中・秋芳中・厚保中・美東中）
保護者説明会開催（ソフトテニス） 小・中学校長会で状況説明及び情報交換

11月
競技種目指導者との協議（軟式野球） 大嶺・伊佐・秋芳・厚保中入学予定者保護者説明会
中学校長会で状況説明及び情報交換

12月 美東中入学予定者保護者説明会 協議種目指導者との協議（陸上競技、バレーボール）

体験型スポーツイベントの開催（ラグビー）
卓球 休日の地域クラブ活動開始 中学校長会で状況説明及び情報交換
第２回美祢市中学校部活動改革推進協議会の開催

1月
次年度に向けた競技種目指導者、団体との協議 剣道、水泳、サッカー、軟式野球（要望、改善点等）
指導者実技講習会（陸上競技） 中学校長会での説明
体験型スポーツイベントの開催（ハンドボール、ダンス）

2月

次年度に向けた指導者、団体との協議 卓球、ソフトテニス、バレーボール、弓道（要望、改善点等）
指導者実技講習会（陸上競技） 中学校長会での説明 学校運営協議会・教育ネットでの説明 厚保中、大嶺中、秋
芳中、伊佐中
体験型スポーツイベントの開催（サッカー） 次年度に向けた指導者、団体との協議 ソフトテニス
保護者説明会開催（バレーボール）
拠点校の確認を校長会と共有（弓道、陸上競技、男子バレー、卓球） 合同部活動の確認を校長会と共有（吹奏楽）
第３回美祢市中学校部活動改革推進協議会の開催 市内中体連役員会と情報共有
次年度保護者配布文書作成、保護者説明会Q&A配布

3月
事業報告書・成果報告書等の作成
学年末休業中の地域クラブ活動参加者確認と保険手続き（サッカー、剣道、弓道、卓球）
中学校長会と情報共有及び情報交換
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 軟式野球

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

５部活

拠点校名 大嶺中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

５部活

地域クラブ活動で実施
した種目

軟式野球

運営主体名 MINEクラブ

運営類型 市運営型（域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

軟式野球：月１回程度

指導者の主な属性 美祢市野球連盟会員他

活動場所 大嶺中学校グラウンド

主な移動手段 スクールバス

１人あたりの参加会費等
（年額）

軟式野球：０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

指導者：地域スポーツ団体
・実施団体関係者等地域住民

事務局：市教育委員会

・指導の調整・活動場所の調整
・学校や指導者との連絡調整
・業務実態把握、謝金の支払い

大嶺中グラウンドを会場に休日の地域クラブ活動を実施する
・学校間の移動はスクールバスを活用する。

事務局：保護者
・地域クラブ活動参加生徒保護者
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 卓球

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

４部活

拠点校名 伊佐中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

５部活

地域クラブ活動で実施
した種目

卓球

運営主体名 美祢ジュニア卓球クラブ

運営類型 市運営型（域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

卓球：月４回程度

指導者の主な属性 美祢市卓球連盟会員他

活動場所 伊佐小学校体育館

主な移動手段 スクールバス

１人あたりの参加会費等
（年額）

卓球：０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

指導者：地域スポーツ団体
・実施団体関係者等地域住民等

事務局：市教育委員会

・指導の調整・活動場所の調整
・学校や指導者との連絡調整
・業務実態把握、謝金の支払い

伊佐中体育館を会場に休日の地域クラブ活動を実施する
・学校間の移動はスクールバスを活用する。
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 剣道

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 大嶺中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

１部活

地域クラブ活動で実施
した種目

剣道

運営主体名 美祢剣道クラブ

運営類型 市運営型（競技団体連携型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

剣道：休日４回
平日８回

指導者の主な属性 美祢市剣道連盟会員

活動場所 旧大嶺高校記念武道場、サンワーク美祢

主な移動手段 保護者送迎
令和６年度から休日はスクールバスによる送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

会費：０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

指導者・事務局：地域スポーツ団体
・実施団体関係者等地域住民

事務局：市教育委員会

・指導の調整・活動場所の調整
・学校や指導者との連絡調整
・業務実態把握、謝金の支払い

休日、平日ともに地域クラブチーム活動として活動

活動拠点：武道場・サンワーク美祢
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 サッカー

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 美祢サッカースクールU-15

地域クラブ活動に移行
した部活動数

希望者は市内全域から

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営主体名 美祢サッカースクールU-15

運営類型 市運営型（競技団体連携型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

サッカー：休日4回
平日8回

指導者の主な属性 美祢市サッカー協会

活動場所 真長田総合グラウンド、大嶺小、成進高校

主な移動手段 保護者送迎
令和６年度から休日はスクールバスによる送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

会費：２００円/回

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

指導者・事務局：地域スポーツ団体
・実施団体関係者等地域住民

事務局：市教育委員会

・指導の調整・活動場所の調整
・学校や指導者との連絡調整
・業務実態把握、謝金の支払い

休日、平日ともに地域クラブチーム活動として活動

活動拠点：真長田グラウンド・大嶺小・成進高校
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 ソフトテニス

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 美東中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

2部活

地域クラブ活動で実施
した種目

ソフトテニス

運営主体名 美祢市ソフトテニス連盟

運営類型 市運営型（競技団体連携型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

ソフトテニス：休日４回

指導者の主な属性 美祢市ソフトテニス連盟

活動場所 美東中学校テニスコート

主な移動手段 スクールバス等

１人あたりの参加会費等
（年額）

会費：０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

指導者：地域スポーツ団体
・実施団体関係者等地域住民

事務局：市教育委員会

・指導の調整・活動場所の調整
・学校や指導者との連絡調整
・業務実態把握、謝金の支払い

休日の活動を地域クラブチーム活動として活動

美東中学校



10

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 バレーボール

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 美東中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

2部活

地域クラブ活動で実施
した種目

バレーボール

運営主体名 保護者

運営類型 そのた型（その他の類型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

バレーボール：休日４回

指導者の主な属性 美祢市ソフトテニス連盟

活動場所 秋芳中学校体育館、美東中学校体育館

主な移動手段 保護者送迎等

１人あたりの参加会費等
（年額）

会費：０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

指導者：地域住民・保護者
・実施団体関係者等地域住民

事務局：市教育委員会

・指導の調整・活動場所の調整
・学校や指導者との連絡調整
・業務実態把握、謝金の支払い

休日の活動を地域クラブチーム活動として活動

美東中学校
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

現在美祢市内にある学校部活動の競技連盟や競技協会と随時、地域移行に関する協議会を開催する。その協議を通じて受け入れ団体や指

導者を選定していく。中体連主催の大会へ参加しているサッカーと剣道についても、地域クラブ活動として、受け入れ団体として位置付ける。

バレーボルについては市のバレーボール連盟が事務局機能を担い、指導者については地域住民や他市からの指導者を招いている。ソフトテニスに

ついては指導者をソフトテニス連が担っている。このように各競技によって実態に応じながら、できることを模索しながら取り組んでいる。

取組事項

市内にある各競技団体が中心になった受け入れ団体、指導者が見つかった。種目

によっては、保護者説明会の中で上がってきた情報をもとに、新たな指導者が見つ

かったものもある。「卓球は」4校に設置された部活動であるが、団体戦への出場は

単独ではできない部員数（いずれも6名に満たない）しかし、地域クラブ活動として

の活動は20名近い人数となり、平素の各中学校の練習に比較して活気がでた。

「軟式野球」でも美東中は部員が2名であり、同様の成果がみられる。

取組の
成果

卓球の部員数 軟式野球の部員数

伊佐中 男子3名   伊佐中 5名
厚保中 男子3名 女子5名  厚保中10名
秋芳中 混成4名                  秋芳中11名
美東中 女子5名                          美東中 2名

  大嶺中13名

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

年間の事業スケジュールによる

現在5校にあり、中体連の大会へ出場している部活動を地域クラブ活動へ移行させる計画としている。軟式野球、サッカー、剣道、弓道、

バレーボール、卓球、水泳、ソフトテニスについては受け入れ団体指導者が確定できたので、あとは陸上競技について受け入れ団体、指導者を

確定させる必要がある。軟式野球は指導者を支える事務局機能を保護者が担っているが、適切な公的支援が必要である。

今後の
課題と
対応方針

受入れ団体、指導者が決まった競技種目ごとに保護説明会を開催した。

各中学校区毎に地域説明会を開催した。

各種目ごとに保護者説明会の内容を文書で配布した。

月刊の「部活動通信」の配布をした。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

市内の各競技連盟、協会と連携を図る。

中学校単位で地域説明会を開催し、その中で地域におられる人材発掘につなぐ。

学校運営協議会、地域共育ネット会議へ出席し、地域人材の情報共有をお願いする。

指導者の実技講習会を開催し、指導者候補のスキルアップを図る。（陸上競技で２回実施）

取組事項

令和５年から令和７年を、学校部活動の改革推進期間と位置づけ、令和７年の新

チームから、完全地域移行を目途としている。令和５年度末の段階で、９種目

１０チームについては、休日午前中の活動の受入れ団体・指導者を確保できた。

令和７年度までに、陸上競技に関する受入れ団体・指導者を確保する必要がある。休

日の夜間であれば、受け入れの可能性がある団体が存在する。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

人口減少、住民の高齢化が進んだ地域であり、指導者の絶対数が少ない。

状況に応じて準備ができた種目から進めている。競技種目によって状況が大きく違うので、受け入れ団体

や指導者の都合に合わせた活動時間になる場合も生じる。適切な休養日等の設定については、生徒の

心身の成長等に配慮し、学校部活動における基準を基本的に準用しているが、平日の学校部活動と休

日の地域クラブ活動の組み合わせの工夫など、休養日や活動時間の基準を原則とし、休養日等の設定

の趣旨を逸脱しない範囲で、柔軟な対応が行われることも考えている競技種目がある。（軟式野球）

特に
工夫した
事項

軟式野球は土・日の練習は指導者が
見つかったが、平日は各学校で地域住
民の協力をお願いすることが必要となっ
ている。

中体連主催の大会の参加資格、公認コーチ資格１の取得をすべての競技種目で有資格者としていきたいが、その場合、受講料や旅費等の支

援が必要となる。また、令和５年度末の段階で、令和６年度県内で種目ごとの講座が開設されるか不確定である。

休日の指導者は確保できているが、完全移行後、平日の活動を充実させるための方策が必要。

今後の
課題と
対応方針

競技種目 指導団体 公認コーチ資格

水泳 ◎ ◎

サッカー ◎ ◎

剣道 ◎ ◎

弓道 ◎ ◎

軟式野球 ◎ ◎

バレーボール ◎ なし

卓球 ◎ なし

ソフトテニス ◎ なし

陸上競技 未定 未定
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：キ：学校施設の活用等

市内5校の学校施設を地域クラブ活動の活動場所として使用することは、部室など道具の管理や学校部活動備品の効果的な活用の面で利点

がある。競技種目ごとにバランスよく活動拠点を定めることで雨天時の活動場所が重なることを避けることもできた。学校間の移動には、それぞれの

学校が登下校で使用するスクールバスを活用した。比較的に中心部にある2つの学校のグラウンドや体育館を活動拠点とした。

令和5年度「軟式野球」活動拠点は大嶺中学校グラウンド、「卓球」活動拠点は伊佐中学校体育館を活動場所として活用した。

取組事項

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

スクールバスの運行時刻、地域クラブ活動時間、５校の中学校校の登下校時刻を

調整することで、休日の地域クラブ活動の活動時間を３時間確保できるように目指

している。

参加者や指導者、スクールバス、タクシー運行会社が簡易に連絡を取り合えるアプリ

の導入を考えている。現在は、各学校の部活計画を地域指導者へ共有することで

調整を図っている。

特に
工夫した
事項

教職員が兼職兼業で地域クラブ活動へ参加している軟式野球は鍵の管理等ができるが、教員が関わっていない卓球については指導者が鍵の

管理を行っている。今後、競技種目や会場の状況に応じて学校施設の改良も必要になる場合が生じる。

今後の
課題と
対応方針

市が保有するスクールバスを効果的に活用することで、休日の活動に参加を希望す

る生徒の送迎を行うことができた。保護者の経済的負担を軽減することにつながって

いる。

競技種目の活動拠点が定めることで、今後必要な支援や環境整備の計画、見通

しが立てられる。

晴天時 雨天時

サンワーク サンワーク

真長田グラウンド 未定

美祢市弓道場 美祢市弓道場

温水プール 温水プール

美祢市中央公園 未定

美東中テニスコート 美東中体育館

伊佐中グラウンド 伊佐中体育館

伊佐中体育館 伊佐中体育館

大嶺中体育館 大嶺中体育館

大嶺中グラウンド 大嶺中スペース

大嶺中音楽室 大嶺中音楽室

美東中音月室 美東中音月室

伊佐中部室

伊佐中部室

大嶺中部室

大嶺中部室

大嶺中音楽室

美東中音月室

道具等管理場所

サンワーク

真長田グラウンド

旧大嶺高校弓道場

温水プール

美祢市中央公園

美東中部室

吹奏楽②

ソフトテニス②

軟式野球

卓球

バレーボール

陸上競技

吹奏楽①

剣道

サッカー

弓道

水泳

ソフトテニス①

活動会場
種目

　　　　　　種目別活動会場等一覧表



14

２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ク：その他の取組

体験型スポーツイベントの開催

現在、存続を目指している９種目に限らず、生徒が普段学校部活動では経験できないスポーツ種目に接する機会を設けた。

実施種目：バドミントン、ボルダリング、弓道、スケートボード、ゴルフ、硬式テニス、ラグビー、ダンス、サッカー、ハンドボール

それぞれ半日単位の開催。

取組事項

生徒にとって普段経験できない競技種目にふれる機会となった。

参加自由の募集という形をとったので、潜在的な生徒のニーズを把握できる。

好評なものや参加者の多い種目はシリーズ化も考えられる。

参加した生徒のアンケートを見ると、参加者にはおおむね好評であった。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

各種目、指導者は地元実業団など専門性の高い方にお願いした。

生徒が参加しやすいように夏季・冬季の長期休業中に開催した。

会場へ距離があり、自力参加が困難な生徒は事務局が送迎を行った。

特に
工夫した
事項

※出典も要記載

生徒の参加しやすさを優先して、本年度は夏季休業中に6種目開催したが、熱中症等の対応が必須となった。運動に適した季節の週休日に

開催することも考えられる。今後、学校部活動が完全地域移行し、地域クラブ活動が週3日になった場合の生徒の受け皿、多様な経験の機会

となることを期待している。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【月刊のMINE部活動改革通信で広く市民の方へ情報をお知らせしています】 【今後の課題について部活動改革推進協議会で協議を行いました】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【卓球 休日の地域クラブ活動の様子】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【弓道 休日の地域クラブ活動の様子】

【軟式野球 休日の地域クラブ活の様子】 【美東中 ソフトテニス 地域クラブ活動の様子】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、拠点

校において実践研究

を実施

美東中）受け皿団

体や指導者の選定、

拠点校の選定

学校現場との調整
生徒、保護者への

説明

地域クラブ活動の

開始

地域クラブ活動の

拡大

●美祢テニス連盟

●経過 連盟と協議

●実施にあたって生じた課題

地域指導者と部活顧問の指

導方針の擦り合わせ

●実施内容、工夫した点 等

年度初めに協議の機会を設け

る。

●美祢市卓球連盟他

●基本的にすべての競技種目の

連盟や協会の推薦を得る。

●実施に当たって生じた課題

指導者の絶対数不足

●実施内容、工夫した点 等

小学生対象の体験会の開催

●スポーツ少年団中等部

●軟式野球関係者協議会

●実施にあたって生じた課題

地域移行実施時期の課題

●実施内容、工夫した点等

事務局機能を担う保護者会

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

●ステークホルダー

市内中学校教職員

●経過

市としての地域移行の方針や方

向性を市内中学校教職員と共有

しておく必要性がある。

●実施にあたって生じた課題

場の説定

●実施内容、工夫した点 等

コーディネーターが各中学校の職

員会議の時間を活用し、説明して

回る。ほぼ同じ時期に回ることで、

情報の時間差を軽減させる。

●ステークスホルダー

市内中体連役員

●経過

進捗状況や令和６年度の活動に

ついて各部活顧問と情報共有の

必要性があり、事前に関係者へ周

知した。

●ステークホルダー

各競技種目 生徒保護者

各競技種目 ５・６年保護者

●経過

受入れ指導者、団体が決まった

競技種目から保護者説明会を

開催した。

●実施にあたって生じた課題

競技種目より参加者数の多寡

●実施内容、工夫した点 等

協議内容について後日紙面で

関係者へ配布する。

●ステークホルダー

地域住民

●保護者だけでなく広く地域へ

情報を発信していく

●実施内容、工夫した点 等

月刊の部活動改革通信の発行、

地域テレビ放送局の活用、中学

校区、公民館単位で説明会を

開催する。

令和６年度以前より休日・平日を含め地

域クラブ活動をしていた競技種目

サッカー・剣道

令和５年度の途中より休日の地域クラブ

活動が始まった競技種目

（令和４年度実践研究を除く）

軟式野球、卓球、弓道

令和６年度より休日の地域クラブ活動が

始まる競技種目

水泳、バレーボール、ソフトテニス

令和６年度からの休日の地域クラブ活動

が決まっていない競技種目

陸上競技

令和７年度新チームから休日・平日含め

地域クラブ活動へ完全移行させる。

基本、休日１日・平日２日の活動予定
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休日の学校部活動の地域移行 

平日の学校部活動の地域移行 

中学校部活動改革推進協議会 

種目や学校に応じて平日の学校部活動の

地域移行を推進する 基本 休日 1日 

平日 2日 

３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

※令和7年度からは吹奏楽を含め10種目の地域クラブ活動を予定しています。

R４ R５ R６ R７ 
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